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するため

市民と市が協働で毎年行っており、昨年度までに約４８０本を植栽し、本年

プロジェクトの目的を伝え、活動の賛同者や担

樹木の写真とミ

実施しています。 

などに

 

植栽 

 



くるりん通信

4 

● 

● 

◆ 

 安曇野市における協働の指針である

進行動計画

策定にあたり、

◆

案は、

す。

 

 

安曇野市民活動サポートセンター
開館時間

休館日

 

住所

電話

E

URL
 

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

登録団体募集

くるりん通信 

イベント情報
 

 くるくるセミナー

■ 日

■ 場

■ 内

■ 申

■ 参 加

■ 主

■ 問 合
 

 地域発 元気づくり支援金

■ 日

■ 場

■ 主  

■ 内

■ 問 合

 

 パブリックコメント募集が届いています

安曇野市における協働の指針である

進行動計画」を策定します。この計画の中では、

策定にあたり、

◆ 期 間 

案は、当センター「くるりん広場」

。ご意見をお寄せください。

安曇野市民活動サポートセンター
開館時間 

休館日 

  

住所  

電話/FAX 

E-mail 

URL  

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

平成３１年１月５日（土）１月１５日（火）１月２５日（金）

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

登録団体募集

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただ

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします

申 込

 

イベント情報

くるくるセミナー 

日 時 1

場 所 市民活動サポートセンター「くるりん広場」

内 容 安曇野市協働のま

申 込 事前申込不要

参 加 費 無料

主 催 市民活動サポートセンター

問 合 せ 安曇野市

元気づくり支援金

日 時 1

場 所 安曇野市

 催 長野県松本地域振興局企画振興課

内 容 平成３１年度事業募集の事前相談会（１団体２０分程度）

問 合 せ 長野県松本地域振興局企画振興課

TEL

E

パブリックコメント募集が届いています

安曇野市における協働の指針である

」を策定します。この計画の中では、

策定にあたり、広く市民・事業者

 平成３０年

センター「くるりん広場」

ご意見をお寄せください。

安曇野市民活動サポートセンター
 午前 9 時～午後

 毎週日曜日

 年末年始 

 〒399-8303

 0263-82

 azumino-

 http://azumino

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

平成３１年１月５日（土）１月１５日（火）１月２５日（金）

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

登録団体募集  

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただ

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします

申 込 み 

イベント情報 

1 月１６日（

市民活動サポートセンター「くるりん広場」

安曇野市協働のま

事前申込不要

無料 

市民活動サポートセンター

安曇野市市民活動サポートセンター

元気づくり支援金 

1 月１７日（

安曇野市役所本庁舎

長野県松本地域振興局企画振興課

平成３１年度事業募集の事前相談会（１団体２０分程度）

長野県松本地域振興局企画振興課

TEL０２６３－４０－１９０２（直通）

E-mail：matsuchi

パブリックコメント募集が届いています

安曇野市における協働の指針である第

」を策定します。この計画の中では、

広く市民・事業者等の皆さんから、第

年１２月２１

センター「くるりん広場」の他

ご意見をお寄せください。 

安曇野市民活動サポートセンター 

時～午後 5 時 

毎週日曜日 

 12 月 29 日～

8303 安曇野市穂高

82-1922 

-skc＠bz03.plala.or.jp

http://azumino-skc.net/

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

平成３１年１月５日（土）１月１５日（火）１月２５日（金）

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただ

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします

日（水）午前 1

市民活動サポートセンター「くるりん広場」

安曇野市協働のまちづくり出前講座

事前申込不要 

市民活動サポートセンター

市民活動サポートセンター

事前相談会

日（木）午前９

役所本庁舎 ３階

長野県松本地域振興局企画振興課

平成３１年度事業募集の事前相談会（１団体２０分程度）

長野県松本地域振興局企画振興課

３－４０－１９０２（直通）

matsuchi-kikakushinko@pref.nagano.lg.jp

パブリックコメント募集が届いています

第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推

」を策定します。この計画の中では、市民活動サポートセンターが重要な位置づけ

の皆さんから、第

２１日（金）～

の他、本庁舎地域づくり課（２階４番窓口）、各支所地域課で閲覧できま

 

日～1 月 3 日 

安曇野市穂高 6658

bz03.plala.or.jp 

skc.net/ 

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

平成３１年１月５日（土）１月１５日（火）１月２５日（金）

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします

1０時～11

市民活動サポートセンター「くるりん広場」

づくり出前講座

市民活動サポートセンター 

市民活動サポートセンター

事前相談会（要予約）

午前９時～午後 4

３階会議室３０３

長野県松本地域振興局企画振興課 

平成３１年度事業募集の事前相談会（１団体２０分程度）

長野県松本地域振興局企画振興課 

３－４０－１９０２（直通）

kikakushinko@pref.nagano.lg.jp

パブリックコメント募集が届いています。計画案が当センターで閲覧できます。

安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推

市民活動サポートセンターが重要な位置づけ

の皆さんから、第２次計画（案）に対する意見

～平成３１年

本庁舎地域づくり課（２階４番窓口）、各支所地域課で閲覧できま

 

6658 番地 

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約） 〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

平成３１年１月５日（土）１月１５日（火）１月２５日（金）

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

き、各種事業を展開していきます。

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします

11 時３０分 

市民活動サポートセンター「くるりん広場」 

づくり出前講座  「みんなが主役ではじまる協働のまちづくり

市民活動サポートセンター  TEL&FAX

（要予約） 

4 時 30 分 

会議室３０３ 

 

平成３１年度事業募集の事前相談会（１団体２０分程度）

 

３－４０－１９０２（直通） 

kikakushinko@pref.nagano.lg.jp

計画案が当センターで閲覧できます。

安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推

市民活動サポートセンターが重要な位置づけ

次計画（案）に対する意見

年１月２１日（

本庁舎地域づくり課（２階４番窓口）、各支所地域課で閲覧できま

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

平成３１年１月５日（土）１月１５日（火）１月２５日（金） 毎月５のつく開館日

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

き、各種事業を展開していきます。

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします

 

みんなが主役ではじまる協働のまちづくり

TEL&FAX ８２－１９２２

 

平成３１年度事業募集の事前相談会（１団体２０分程度）

kikakushinko@pref.nagano.lg.jp 

計画案が当センターで閲覧できます。

安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推

市民活動サポートセンターが重要な位置づけ

次計画（案）に対する意見

２１日（月） 

本庁舎地域づくり課（２階４番窓口）、各支所地域課で閲覧できま

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

毎月５のつく開館日

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

き、各種事業を展開していきます。 

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします

みんなが主役ではじまる協働のまちづくり

８２－１９２２

平成３１年度事業募集の事前相談会（１団体２０分程度） 

 

計画案が当センターで閲覧できます。 

安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推

市民活動サポートセンターが重要な位置づけとなっています。

次計画（案）に対する意見等を募集します。

本庁舎地域づくり課（２階４番窓口）、各支所地域課で閲覧できま

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

毎月５のつく開館日 

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします

みんなが主役ではじまる協働のまちづくり

８２－１９２２ 

安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推

となっています。

を募集します。 

本庁舎地域づくり課（２階４番窓口）、各支所地域課で閲覧できま

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕 

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２） 

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

登録していただくと各種まちづくり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします。 

みんなが主役ではじまる協働のまちづくり」 

安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推

となっています。 

本庁舎地域づくり課（２階４番窓口）、各支所地域課で閲覧できま

 

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。 


